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1
月
10
日
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
で
、
平
成
23
年
上
野
原
市
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
成
人
式
を
企
画
運
営
さ
れ

た
実
行
委
員
の
み
な
さ
ん
の
様
子
や
、
広
報
に
寄
せ
ら
れ
た

「
は
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

　
　　

　

上
野
原
市
成
人
式

　上
野
原
市
成
人
式

　

〜
は
た
ち
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

　

父上、母上、
今まで育ててく
れてありがと
う！！

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
出
て
行
く
人
が

「
こ
の
街
か
ら
出
て
行
き
た
く
な
い
な
。」
と

思
え
る
よ
う
な
街
に
し
て
い
き
た
く
は
な
い

で
す
か
？
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
若
い
世

代
が
こ
の
街
の
た
め
に
、
こ
の
街
を
盛
り
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
二
十
歳
と
な
り
、
大
人
の
社
会
に
一
歩
踏

み
出
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
ま
だ
未
熟
な
面

を
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
積
み
重
ね
、
考
え
、
努
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
逆
に

言
え
ば
、
私
た
ち
の
計
り
知
れ
な
い
力
は
、

何
事
を
も
成
し
得
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま

す
。
き
っ
と
、
こ
の
街
に
も
同
じ
こ
と
が
言

え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
だ
こ
の
上
野
原
も

計
り
知
れ
な
い
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

今
日
の
よ
う
に
私
た
ち
が
こ
う
し
て
集

い
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、
私
た
ち

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
や
家
族
、
導
い

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
地
域
の

方
々
、
共
に
歩
ん
だ
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で

す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
く
、
優
し
く
、
た
く
ま
し
く

生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
は
、
み
な

さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
の
夢
に
向
か
っ

て
、
大
き
く
羽
ば
た
け
る
よ
う
努
力
を
惜
し

ま
ず
、
私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
街

「
上
野
原
」
が
、
誰
に
も
誇
れ
る
街
と
な
る

よ
う
、
共
に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
人
の
市
民
と
し
て
、
そ
し
て
成
人
と
し

て
、
上
野
原
市
の
更
な
る
発
展
を
切
に
願
い
、

実
行
委
員
長
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
り
い
た
だ
け
た
こ
と
を
実
行
委
員
一
同
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
唐
突
な
質
問
で

す
が
、
み
な
さ
ん
は
成
人
に
な
る
覚
悟
は
で

き
て
い
ま
す
か
？
成
人
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ

る
社
会
人
と
し
て
歩
ん
で
い
く
こ
と
、
ま
た

世
界
の
こ
と
、
国
の
こ
と
、
地
域
の
こ
と
、

そ
し
て
や
が
て
は
大
切
な
家
族
の
こ
と
、

様
々
な
か
か
わ
り
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
二
十
歳
を
迎
え
、
す
で
に
職

業
に
従
事
し
て
い
る
人
や
、
学
業
に
励
ん
で

い
る
人
、
ま
だ
将
来
の
道
に
迷
っ
て
い
る
人
、

立
場
は
様
々
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
向
上

心
を
持
っ
て
前
進
す
る
覚
悟
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
の
上
野
原

の
こ
と
を
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

私
を
含
め
み
な
さ
ん
も
決
し
て
栄
え
て
い
る

と
は
言
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
私
は
こ
の
上
野
原
の

街
が
大
好
き
で
す
。
し
か
し
、
大
人
に
な
る

に
つ
れ
て
こ
の
街
を
出
て
行
く
人
も
い
ま

す
。
出
て
行
く
人
に
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情
が

実
行
委
員
長
挨
拶

成
人
式
実
行
委
員
長
　
佐
藤
晃
司

新
年
を
迎
え
、
晴
天
の
こ
の
よ
き
日
に
ご

来
賓
の
み
な
さ
ま
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
こ
こ

に
平
成
23
年
成
人
式
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

に
式
を
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の

も
、
上
野
原
市
教
育
委
員
会
の
み
な
さ
ま
の

多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
こ
そ
と
思

い
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
実

行
委
員
会
を
代
表
し
、
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
、
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
本
日
は
こ

の
よ
う
に
多
く
の
成
人
の
み
な
さ
ん
に
お
集

　

　
　　

　

上
野
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市
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野
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式

　

〜
は
た
ち
の

　
　

メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

　

▲実行委員長挨拶
佐藤晃司さん

▲長門勇真さん
まさかこの僕

が20年も生きれ
るなんて思わな
かった！！僕は、
そう・・・成人！

▲尾形大希さん
成人になった

ということで、
これからはもっ
と責任感を持っ
て過ごしていき
たいです。

▲富田千尋さん
これからは、

成人としての自
覚を持ち責任あ
る行動を心掛け
ていきたいです。

▲杉原直子さん
まわりのひと

に感謝！！

▲水越康太さん
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式
典
終
了
後
は
、
成
人
式
実
行
委
員
の
企

画
に
よ
り
、
中
学
校
時
代
の
写
真
の
ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
や
市
内
企
業
の
協
力
を
得
て
景
品

を
集
め
た
抽
選
会
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
が
人
生
の
節
目
の

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

●
協
力
企
業
（
順
不
同
）

㈲
上
條
興
業
・

美
容
室
Ｈ
ａ
ｉ
ｒ
―

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ

ｔ
・
居
酒
屋
ひ
ょ
う
た
ん
・
㈱
ふ
じ
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
Ｔ
ｋ
ボ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ク

ス
・
㈲
水
越
商
店

成
人
の
誓
い

新
成
人
代
表
　
水
越
康
起

本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
門
出
を
お
祝

い
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
新
成
人
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

感
謝
の
言
葉
と
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を
表

明
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
新
成
人
は
、
上
野
原
市
長
で
あ
り

ま
す
江
口
英
雄
様
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の

方
々
か
ら
の
激
励
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み

込
み
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
自
身
の
人
格
形

成
に
励
む
と
と
も
に
、
一
社
会
人
と
し
て
の

責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
間
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く

こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
、
私
た
ち
に

は
幾
多
の
壁
が
待
ち
構
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
壁
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、

か
つ
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て

生
き
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、
み
な
さ
ま
に
は
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
感

謝
の
言
葉
と
決
意
を
表
明
し
、
誓
い
の
こ
と

ば
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲司会者
古屋吉崇さん、小林愛美さん

▲指揮者　
加藤祥平さん

▲伴奏者　
石井遥さん

▲成人の誓い
清水康起さん

上野原がだい
すきです。この先
みんながバラバ
ラになってもふ
るさとはここ！

▲安藤江梨花さん
大人として責

任のある行動を
とりたいです。

▲飯島茜さん
大人として自

覚を持ち自分の
夢に向かって
日々努力してい
きたい。

▲木田賢太郎さん
温故知新

▲原田大城さん
成人としてい

ろいろがんばり
ます。

▲天野佑樹さん
上野原がだい

だいだぁ～い好
きです。これか
らもよろしく
ね。

▲飯島豊さん

▲開会のことば　
降矢郷平さん

閉会のことば　
上條翔矢さん

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

▲

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
学
習
課
社
会
教
育
担

当
（
蕁
62
―

3
4
0
9
）
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《
山
梨
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
》

【
甲
種
功
労
章
】

牧
野
秋
男
、
山
本
明
夫
、
白
鳥
純
雄
、

小
林
茂
夫
、
佐
藤
正
利

【
乙
種
功
労
章
】

一
ノ
宮
章
雄
、
水
越
秀
一
、
水
野
輝
雄
、

和
智
光
幸
、
和
智
義
昌
、
白
倉
寿
弘
、

小
俣
泰
志
、
萩
原
一
光
、
小
俣
純
、

志
村
文
男
、
黒
部
勝
、
上
條
貞
夫
、

上
條
一
俊
、
岡
田
公
、
小
澤
泰
宏
、

久
嶋
一
浩
、
山
　
晴
彦
、
原
田
幸
司
、

水
越
洋
和
、
佐
渡
伸
司
、
白
鳥
好
文
、

橋
本
康
博
、
長
田
優
二
、
武
原
清
正
、

原
田
壽
、
安
留
安
文
、
小
嶋
俊
学
、

佐
藤
文
彦
、
加
藤
元
広
、
原
田
義
友
、

福
嶋
孝
洋

【
消
防
協
力
者
お
よ
び
協
力
団
体
感
謝
状
】

加
藤
広

《
山
梨
県
消
防
協
会

東
部
支
部
長
定
例
表
彰
》

【
支
部
長
表
彰
】

大
神
田
正
樹
、
古
家
寛
智
、
水
越
政
人
、

藤
原
保
男
、和
智
司
、和
智
誠
、清
水
貴
男
、

小
山
秀
昭
、
小
俣
信
二
、
加
藤
浩
一
、

池
田
大
輔
、
守
屋
正
夫
、
上
條
隆
文
、

横
内
章
哲
、藤
本
弘
、臼
井
修
、内
田
倫
弘
、

杉
本
誠
、
田
邉
稔
、
木
下
真
、
奥
田
良
一
、

宇
津
木
優
一
、
岩
木
義
英
、
奈
良
知
人
、

藤
本
正
都
、
杉
本
政
秋
、
小
笠
原
一
森
、

加
藤
成
一
、
小
俣
一
義
、
関
戸
治
、

井
上
隆
央

《
富
士
・
東
部
地
域

県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰
》

【
所
長
表
彰
】

佐
藤
友
美
、
岡
本
賢
二
、
小
林
一
夫
、

山
田
浩
正
、三
枝
清
、東
山
智
、網
野
智
一
、

石
井
宏
直
、
舩
木
豊

《
上
野
原
警
察
署
長
・

防
犯
協
会
上
野
原
支
部
長
表
彰
》

【
防
犯
功
労
者
表
彰
】

長
谷
川
治
幸
、
大
庭
和
広
、
安
藤
寿
文
、

小
俣
伸
二
、
安
藤
哲
也
、
小
俣
英
一
、

福
田
匡
志
、
山
口
佳
胤
、
志
村
孝
也
、

木
田
猛
、
酒
井
伸
一
郎
、
木
田
康
典
、

加
藤
聡
、
内
藤
裕
之
、
大
房
康
浩
、

佐
々
木
貴
司
、
志
村
剛
、
杉
本
健
太
、

土
屋
啓
一
、
加
藤
浩
司
、
細
川
和
洋
、

横
瀬
雅
晴
、
井
上
勝
正
、
佐
藤
邦
彦
、

天
野
幾
雄
、
関
戸
重
守
、
有
賀
良
仁
、

原
田
武
使
、
安
藤
廣
一

《
上
野
原
市
長
表
彰
》

【
特
別
功
労
章
】

原
田
英
二
、
萩
原
敏
彦
、
池
田
重

【
功
労
章
】

佐
々
木
仁
、
水
野
義
　
、
久
島
忠
義
、

萩
原
栄
司
、
坂
本
真
一
、
渡
辺
孝
徳
、

山
本
明
夫
、
神
田
実
、
佐
藤
利
明
、

岡
本
政
之
、
白
鳥
純
雄
、
網
野
智
一
、

大
田
稔
明
、
降
矢
重
治
、
舩
木
力
男
、

奈
良
長
光
、
古
家
広
人
、
古
家
未
來
、

太
田
安
元
、
杉
本
俊
一
、
井
上
勝
正
、

小
俣
幸
市
、
有
賀
良
仁
、
関
戸
一
光
、

小
俣
豊
秋

【
勤
続
章
】

佐
藤
友
美
、
大
谷
時
男
、
富
田
明
徳
、

平
塚
昌
紀
、
一
ノ
宮
只
欣
、
和
智
孝
夫
、

安
藤
祐
次
、
安
藤
誠
一
、
溝
呂
木
要
、

市
川
忠
彦
、
安
藤
彰
基
、
和
智
等
、

和
智
浩
、
和
智
誠
、
戸
田
正
　
、

小
林
一
夫
、
宮
本
恒
夫
、
萩
原
利
幸
、

小
俣
厚
、
小
林
智
、
大
神
田
秀
之
、

久
島
　
司
、
志
村
克
己
、
舟
山
基
巳
、

佐
藤
純
一
、
臼
井
禎
、
尾
形
眞
太
郎
、

安
藤
英
和
、
中
島
登
、
飯
島
信
夫
、

関
戸
篤
志
、
梶
原
春
彦
、
内
藤
栄
三
、

佐
野
武
、
中
島
喜
春
、
荒
井
正
夫
、

野
口
哲
伸
、
奈
良
和
明
、
網
野
忠
明
、

山
下
勝
俊
、
小
山
達
也
、
富
田
昌
則
、

石
井
宏
直
、
石
井
啓
志
、
中
村
和
好
、

山
口
真
二
、
白
鳥
誠
、
鷹
取
久
幸
、

大
久
保
裕
之
、
舩
木
豊
、
横
瀬
和
則
、

古
家
友
喜
、
横
瀬
孝
喜
、
山
口
早
戸
、

岡
部
梅
公
、
横
瀬
雄
一
、
長
田
岩
利
、

奈
良
吉
雄
、
淺
倉
正
意
、
桑
原
春
男
、

加
藤
正
樹
、
関
戸
栄
一
、
原
田
豊
、

上
野
清
彦
、
杉
本
賢
士
、
井
上
久
光
、

小
俣
克
人
、
関
戸
勝
夫
、
佐
藤
文
彦
、

平
賀
透
、
関
戸
治
彦
、
原
田
義
友
　
　

《
上
野
原
市
消
防
団
長
表
彰
》

【
精
勤
章
】

羽
鳥
建
寿
、
上
條
秀
人
、
富
田
正
和
、

浅
井
功
純
、
大
庭
和
広
、
小
俣
良
仁
、

和
智
浩
、
織
田
裕
士
、
和
智
修
、
安
藤
孝
、

加
藤
訓
久
、
今
井
宏
樹
、
山
口
佳
胤
、

飯
島
和
男
、尾
形
茂
、志
村
孝
也
、松
橋
優
、

小
俣
滋
希
、
内
藤
裕
之
、
小
俣
彰
宏
、

秦
伸
也
、
網
野
武
志
、山
本
貢
、石
井
正
樹
、

白
鳥
秀
憲
、
城
戸
陽
介
、
大
久
保
正
臣
、

細
川
和
洋
、
横
瀬
雅
晴
、
藤
本
智
雄
、

藤
本
祐
紀
、山
崎
智
晴
、
伊
藤
仁
、
小
宮
通
、

原
田
一
彦
、
伊
藤
和
臣
、
原
田
一
家
、

原
田
祥
生
、杉
本
啓
、杉
本
和
也
、
佐
藤
満
、

原
田
明
仁
、
関
戸
博
喜
、
関
戸
貴
彦

【
優
良
機
械
器
具
整
備
表
彰
】

大
目
分
団
第
四
部
、
甲
東
分
団
第
四
部
、

巌
分
団
第
二
部
、
大
鶴
分
団
第
一
部
、

島
田
分
団
第
三
部
、
上
野
原
分
団
第
五
部
、

棡
原
分
団
第
五
部
一

班
、
西
原
分
団
第
二

部
、
秋
山
第
一
分
団

第
二
部
板
崎
班
、

秋
山
第
二
分
団
第

三
部
冨
岡
班

【
優
良
防
火管

理
表
彰
】

巌
分
団
松
留
地
区

大
神
田
興
業
（
有
）

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
庶
務
担
当
（
蕁

62
―

4
1
1
1
）

出
初
式
被
表
彰
者

表彰の様子
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市
で
は
、
平
成
23
年
度
市
営
住
宅
補
欠
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
す
る
親
族

（
婚
姻
の
届
出
を
し
な
い
が
、
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
方
、
ま
た

は
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）が
い
る
こ
と

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
同
居
の
親
族
全
員
の

所
得
金
額
か
ら
、
政
令
で
定
め
る
額
を
控

除
し
、
12
か
月
で
割
っ
た
額
が
、
15
万
8

千
円（
高
齢
者
等
に
つ
い
て
は
21
万
4
千

円
）以
下
で
あ
る
こ
と

④
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
第
2
条
第
6
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

⑤
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
こ
と

※
た
だ
し
、
②
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
単

身
入
居
で
き
る
方
は
、
次
の
イ
か
ら
ヘ
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

※
常
時
介
護
を
受
け
る
必
要
の
あ
る
方
等
は

除
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
　
60
歳
以
上
の
方

ロ
　
障
害
者
基
本
法
に
基
づ
く
認
定
を
受
け

て
い
る
方

ハ
　
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
基
づ
く
認
定

を
受
け
て
い
る
方

ニ
　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大

臣
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

ホ
　
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
被
保
護
者

ヘ
　
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
、
引
き
揚
げ
た

日
か
ら
5
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

●
募
集
期
間

2
月
4
日（
金
）〜
25
日（
金
）午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

※
申
請
書
は
建
設
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
な
お
、
申
請
書
提
出
に
際
し
、
簡
単

な
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

●
補
欠
入
居
該
当
者
の
有
効
期
間

平
成
23
年
4
月
1
日
〜
平
成
24
年
3
月
31

日
●
使
用
料

政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
収
入
等

に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

●
敷
金

使
用
料
の
3
か
月
分

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
計
画
担

当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

平
成
23
年
度
市
営
住
宅
補
欠
入
居
者
募
集

国
民
年
金
保
険
料
は

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替

国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振
替
に
す
る

こ
と
で
、
指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
毎
月
自
動

的
に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。
一
度

手
続
き
す
る
だ
け
で
、
毎
月
金
融
機
関
等
に

出
向
く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘
れ
も
あ
り
ま

せ
ん
。

手
続
き
は
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
備
え

付
け
の
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
金
融
機

関
等
届
出
印
を
押
印
の
う
え
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
出
書
は
、
市
役
所
市
民
課
国
保

年
金
担
当
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
振
替
方
法
に
は
当
月
末
の
振
替

（
早
割
）
を
は
じ
め
と
し
た
割
引
が
あ
り
、

6
か
月
分
、
1
年
分
の
前
納
は
、
さ
ら
に
割

引
額
が
多
く
な
る
な
ど
の
お
得
な
制
度
も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
度
末
は
申
込
み
が
殺
到
す
る
た

め
、
確
実
に
4
月
か
ら
振
替
開
始
可
能
と
す

る
た
め
に
は
、
2
月
末
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
日
本
年
金
機
構
大
月
年
金

事
務
所
（
蕁
22
―

3
8
1
1
）、
市
民
課
国

保
年
金
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
2
）▲　国民年金保険料口座振替納付申出書の表面に記

入例がありますので、記入例を参考に必要事項

を記入のうえ、提出してください。
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新
成
人
の

若
い
力
と
行
動
力

1
月
10
日
、
も
み
じ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
平
成
23
年
上
野
原
市
成

人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
、

上
野
原
市
で
成
人
を
迎
え
ら
れ
た

方
は
、
319
名
で
多
く
の
新
成
人
が

式
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

市
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の
み

な
さ
ん
が
実
行
委
員
を
組
織
し
、

企
画
か
ら
運
営
ま
で
全
て
を
行
っ

て
い
ま
す
。

式
典
は
、
初
々
し
く
親
近
感
の

あ
る
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
な
か

で
も
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
、
成

人
と
し
て
の
自
覚

を
も
っ
た
素
晴
ら

し
い
成
人
式
で
し

た
。ま

た
、
式
典
終

了
後
に
新
成
人
の
み
な
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
う
と
、
一
様
に
両
親
や

友
達
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
聞
か

れ
、
一
層
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

成
人
の
日
の
良
き
日
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
「
家
族
」「
友

人
」「
地
域
」
等
と
の
多
く
の

「
絆
」
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
感

謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
、
そ
れ
ら
ひ

と
つ
ひ
と
つ
を
大
事
に
大
切
に
育

ん
で
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
輝
か
し

く
洋
々
た
る
前
途
を
祝
福
す
る
と

と
も
に
、
若
い
力
と
行
動
力
に
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

長 室
だ
よ
り

市
上
野
原
市
長

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と

の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」
は
、
市
長
が

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
地
域
の
身

近
な
課
題
や
提
言
等
を
直
接
お
伺

い
し
、
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。

●
日
時

2
月
24
日（
木
）午
前
9

時
〜
11
時

※
毎
月
1
回
、
2
時
間
を
目
安
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
方
法

一
人
ま
た
は
1
組（
5
人

程
度
）を
対
象
と
し
て
、
対
話
時

間
は
お
お
む
ね
20
分
間
で
す
。

●
場
所
　
市
長
室

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当
（
蕁
62

―

3
1
1
8
蕭
62
―

5
3
3
3
）

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

「
市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
」

下
水
道
接
続
工
事
の
お
願
い

公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
る
と
、
汲
み
と
り
ト
イ
レ
の
ご

家
庭
は
3
年
以
内
に
、
浄
化
槽
等

の
ご
家
庭
も
、
速
や
か
に
公
共
下

水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
下
水
道

法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
内
に
建
物
等
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
早
期
に
市

が
設
置
し
た
「
公
共
汚
水
ま
す
」

ま
で
の
宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置

し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
排
水
設
備
設
置
工
事
は
、

市
が
指
定
し
た
「
排
水
設
備
指
定

工
事
店
」
で
な
け
れ
ば
工
事
が
で

き
ま
せ
ん
。
指
定
工
事
店
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
下
水
道
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
と
融
資
あ
っ
せ
ん

制
度

①
排
水
設
備
工
事
補
助
金
制
度

下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
3
年

以
内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
の
宅
地
内
排
水
設
備
を

設
置
し
た
場
合
、
工
事
費
の
2

分
の
1（
限
度
額
10
万
円
）を
補

助
し
ま
す
。
補
助
対
象
工
事
は
、

水
洗
化
工
事
費
、
宅
地
内
排
水

設
備
工
事
費
、
井
戸
な
ど
に
設

置
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
取
付
費

等
で
す
。

②
工
事
資
金
等
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置
す
る

た
め
の
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

を
行
う
制
度
で
す
。
市
内
の
金

融
機
関（
郵
便
局
を
除
く
）か
ら

融
資
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
場
合

に
生
ず
る
利
子
を
市
が
全
額
補

給
し
ま
す
。

※
①
②
に
は
条
件
等
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
下
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
に
供
用
開
始
と

な
っ
た
区
域
の
み
な
さ
ん
へ

排
水
設
備
工
事
補
助
金
の
交
付

期
限
で
あ
る
3
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
平
成
23
年
4
月
末
日
ま
で
に

排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
な
い
と

補
助
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
未
接
続
の
方
は
補
助

金
制
度
を
ご
活
用
の
う
え
、
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
年
度
末
に
は
各
指
定
工

事
店
に
工
事
の
依
頼
が
殺
到
し
、

工
事
を
完
了
で
き
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
排
水
設
備
工
事
は

早
め
の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

供用開始区域内の世帯

4,601世帯

接続世帯 4,181世帯

接続率 90.87％

下水道普及率（12月末現在）
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診療科（所）

内科

小児科

小児心臓外科

脳神経外科

外科

胸部外科

肛門科（外科併任）

皮膚科

整形外科

眼科

耳鼻咽喉科

泌尿器科

西原診療所

秋山診療所

月曜日

両角・角田

進藤・※1

非常勤小児科医交替

長坂

高橋

高橋

柴垣

東大非常勤医師

後藤

桜井

※6

※7

岡本

金曜日

岡本・村田

反頭

小林

長坂

細川

細川

川村

須田
※5大野（時間制限）

初鹿

豊永

※8

診療時間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前/午後

午前

午前

午前/午後

午前/午後

午前

午前

午後

《上野原市立病院　2月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）

火曜日

岡本・村田

石井・津久井大

赤羽

長坂

吉田

吉田

東大非常勤医師

交代制

水曜日

両角・津久井大

二階堂・反頭

中根

長坂

吉田

吉田

戸島・須田

館野

宮田

長尾

古屋

木曜日

津久井由・瀧山

津久井大・村田

小泉

喜瀬（予約第1週）

※2

高橋

平良（予約）

高橋

※3井山

※4大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科の月曜日は、第1・3・5週が横田医師、第2・4週が村田医師の診療となります。
※2 脳神経外科の木曜日は、非常勤脳神経外科医が交替で診療を行います。
※3 整形外科の木曜日の井山医師は、午前11時までに受付した患者様の診療となります。
※4 眼科の木曜日の大野医師は、白内障手術対象の方のため、完全予約制外来です。
※5 眼科の金曜日の大野医師は、午前10時までに受付した患者様の診療となります。
※6 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※7 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が村田医師、第2・4週が岡本医師が診療を行います。
※8 秋山診療所の金曜日は、第2・4週のみ横田医師の診療となります。
※診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。（表は1月21日現在の予定です。）
※秋山診療所の金曜日は、当面の間、第1・3・5週は休診となります。

国連の新組織『ＵＮウィメン』
の活動が始まる
今年の1月から国連のUNウィメン（正式名称：UN

Entity for Gender Equality and the Empowerment of
Women）と言う新組織の活動が始まりました。今まで
国連にあった4つの女性関連の組織をよりダイナミック
で効果的な活動を行うために1つにまとめたものです。
この新組織の活動が始まることで、世界の女性と男性

が対等に生活を営むことができる世界が少しずつ進んで
いくことでしょう。
しかし、世界には、まだまだ女性を迫害する事件など

が後を絶たず、日本においても例外ではありません。
女性や子供にとって最も危険な場所が家庭であるとい

われるほど、家庭内で行われる暴力事件が後を絶ちませ
ん。夜道よりも不審者よりも危険なのは家庭であるとい
われるほどです。

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.54

市では、幸い大きな事件は起きていませんが、小さな
事例がないとは言えません。また、女性が持つ能力を生
かせる場所も十分とは言えません。
地域、国、世界が繋がる中で、このような状況を少し

でも良い方向にするために私たちの『上野原市男女共同
参画推進委員会』も活動しています。
市男女共同参画推進委員会では、月一度の会議、学習

および研修会、広報活動、行政への働きかけ、ぴゅあ富
士フェスティバルへの参加などを行っています。
今後も、市が住みよく、誇りの持てる希望のある街に

なるように、積極的な活動を続けるとともに、市でのフ
ォーラムや寸劇発表なども計画していきます。
ＵＮウィメンの活動をはじめ、市男女共同参画推進委

員会の活動にも市民のみなさんのパワーと協力が必要で
すので、多くの参加ご協力をよろしくお願いします。
《役者募集》

広報活動として寸劇の発表を計画しています。ぴゅあ
富士フェスティバルで発表した寸劇『半人前』の役者さ
んを募集しています。関心のある方はお問い合わせくだ
さい。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）
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平
成
23
年
度
高
齢
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ

市
で
は
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

お
よ
び
在
宅
福
祉
の
向
上
の
た
め

次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
予
定
で

す
。

《
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
》

要
介
護
度
4
ま
た
は
5
の
要
介

護
者
と
同
居
し
、常
時
在
宅
に
お

い
て
介
護
し
て
い
る
方
に
対
し

て
、
家
族
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
目
的
で
、家
族
介
護
慰
労
金

月
額
5
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

《
上
野
原
市
新
湯
治
場
秋
山
温
泉

利
用
料
金
無
料
化
事
業
》

高
齢
者
の
福
祉
と
健
康
増
進
を

目
的
に
、
秋
山
温
泉
（
入
浴
施
設

の
み
）
の
利
用
を
年
間
5
回
ま
で

無
料
と
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
75
歳
以

上
の
方
で
利
用
者
証
の
交
付
を
受

け
た
方
（
申
請
が
必
要
で
す
。）

●
利
用
回
数

年
間
5
回

※
申
請
さ
れ
た
月
に
よ
り
利
用
回

数
が
異
な
り
ま
す
。

●
利
用
上
の
注
意

・
平
成
23
年
度
の
利
用
者
証
は
平

成
23
年
4
月
1
日
よ
り
利
用
で

き
ま
す
。（
平
成
22
年
度
に
交

付
さ
れ
た
利
用
者
証
は
、
本
年

3
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
の

で
、
更
新
の
申
請
が
必
要
で

す
。）

・
土
日
祝
日
お
よ
び
午
後
5
時
以

降
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
無
料
送
迎
バ
ス
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

・
年
度
途
中
で
申
請
さ
れ
る
方

は
、
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

1
か
月
前
か
ら
申
請
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
利
用
は
75
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
て
か
ら
と
な
り

ま
す
。

《
病
院
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

市
内
に
住
所
が
あ
り
要
介
護
認

定
（
要
介
護
1
〜
5
）
を
受
け
て

い
る
方
に
対
し
て
、
市
内
医
療
機

関
受
診
等
の
際
の
交
通
不
便
を
解

ご
み
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
る
ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
に

関
す
る
多
く
の
質
問
の
う
ち
、
今

回
は《
ご
み
出
し
の
注
意
点
》に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、《
不
燃
性
粗
大
ご
み
・

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
・
処
理
で
き
な

い
も
の
》に
つ
い
て
は
ご
み
分
別

収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

《
ご
み
出
し
の
注
意
点
》

Ｑ
い
つ
も
の
時
間
に
収
集
車
が
来

な
い
の
で
す
が
？

Ａ
ご
み
の
量
や
道
路
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
、
収
集
時
間
が
不
規
則

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
み
は
必
ず
朝
8
時
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
麻
袋
に
入
れ
て
出
し
た
ご
み
が

収
集
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す

が
？

Ａ
ご
み
袋
は
透
明
・
半
透
明
の
も

の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
紙

袋
や
麻
袋
な
ど
中
身
が
確
認
で

き
な
い
袋
で
出
さ
れ
た
ご
み
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
缶
の
日
に
、
ス
プ
レ
ー
缶
を
出

し
た
の
に
収
集
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
？

Ａ
ス
プ
レ
ー
缶
は
中
身
を
空
に
し

て
、
穴
を
開
け
て
、
軽
く
潰
し

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
事

故
防
止
の
た
め
穴
が
開
い
て
い

な
い
場
合
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

Ｑ
通
勤
途
中
に
最
寄
り
の
集
積
所

に
ご
み
を
出
し
た
い
の
で
す

が
？

Ａ
地
域
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
定
め
ら

れ
た
集
積
所
以
外
に
は
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
集
積
所
の
設

置
お
よ
び
管
理
は
そ
れ
ぞ
れ
の

利
用
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
畳
を
処
分
し
た
い
の
で
す
が
？

Ａ
畳
や
ト
タ
ン
な
ど
の
大
き
い
品

目
や
、
引
越
し
な
ど
で
大
量
に

ご
み
が
出
る
場
合
は
、
直
接
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
│

5
3
5
3
）

消
す
る
目
的
で
、
月
に
往
復
2
回

（
ま
た
は
片
道
４
回
）
ま
で
、
病

院
等
へ
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。

移
送
範
囲
は
市
内
の
み
と
し
、

利
用
範
囲
は
、
病
院
の
通
院
・
入

退
院
、
福
祉
施
設
へ
の
入
退
所
で

の
利
用
と
し
ま
す
。

●
利
用
日
お
よ
び
時
間

月
曜
日

か
ら
金
曜
日
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分

●
利
用
料

無
料

《
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
》

「
食
の
自
立
支
援
」
を
目
的
と

し
て
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。利

用
に
つ
い
て
は
次
の
2
つ
の

要
件
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

②
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま

た
は
高
齢
者
世
帯
で
い
ず
れ
か

が
虚
弱
な
場
合

●
利
用
日
お
よ
び
回
数

週
6
回

以
内
で
月
〜
土
の
昼
食
と
な
り

ま
す
。

●
利
用
料

1
食
3
0
0
円

※
い
ず
れ
の
場
合
も
申
請
は
、
3

月
1
日
（
火
）
か
ら
長
寿
健
康

課
お
よ
び
、
秋
山
支
所
ま
た
は

最
寄
り
の
出
張
所
で
お
願
い
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当
（
蕁
62
│

4
1

3
3
）

申 請 月

3月～ 5月

6月～ 8月

9月～11月

12月～2月

3月

利用回数

5回

4回

3回

2回

1回

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



申込み・問い合わせ
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

0554－62－5121

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）
上野原市立病院

送迎
一部あり

一部あり

なし

なし

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日除く）

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※日時等でご都合のつかない方は、保健担当へお

問い合わせください。

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入

者、75歳以上の後期高齢者医療制度の
被保険者

◎健 診 料 自己負担金14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み お早めに各実施機関へ直接お申し込
みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち

物など、詳細は各実施機関へお問い合わせくだ

さい。

★乳幼児健診（2/1～3/10の予定）

※市立病院建設にともない実施場所等が未定のた

め、詳細については該当児にお知らせを郵送し

ます。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 保健担当へ電話でお申し込みくださ
い。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★女性特有のがん検診推進事業
女性特有のがん検診推進事業は、市が特定の年齢
に達した女性に対し子宮頸部がん検診および乳がん
検診の「がん検診無料クーポン券」を配布し受診促
進を図る事業です。
詳しい内容は7月号広報でお知らせしていますが、

「がん検診クーポン券」の有効期限が平成23年2月28
日までとなっていますので、期限までに受診するよ
うお願いします。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気

になる」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大
変」、「お友だちと上手に遊べない」などの悩みご
との相談を行っています。
◎日　　時 2月21日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住で就学前のお子さんと保護者
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★子宮頸がん予防ワクチン接種費用助成
現在、小学6年生および中学3年生相当の女子を

対象に、接種費用の助成を行っておりますが、こ
の度、助成対象を追加することとなりましたので
お知らせします。
◎対 象 者 16歳相当の女子

（平成23年4月1日時点）
◎助成金額 15,000円を上限とした接種費用
※平成23年3月31日までに1回目を接種してくださ

い。（6か月間に3回接種する必要があります。）

※対象者には個別に通知を郵送してあります。

また、現在助成の対象である小学6年生および中

学3年生相当の女子には、来年度（平成23年4月1

日～平成24年3月31日）も助成を行います。詳し

くは個別通知をご覧ください。

9 広報うえのはら　平成23年2月号　　　　　

22 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

3～4か月児

9～10か月児

1歳6か月児

3 歳 児

実施日

2月 9日（水）
2月23日（水）
3月 9日（水）
2月 4日（金）

該当児

平成22年9月3日～10月24日生
平成22年4月～5月15日生
平成21年7月16日～8月生
平成19年8月16日～9月生

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

希
望
業
務
、
過
去
の
経
験
の
有

無
を
明
記
し
送
付
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
可

●
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

【k-kondou@
yam
akan-sk.jp

】

●
申
込
期
限
　
3
月
14
日
（
月
）

必
着

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

信
玄

公
祭
り
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
係
（
〒
4
0
0
―

0
0
3

1

甲
府
市
丸
の
内
1
―

8
―

17
）（
蕁
0
5
5
―

2
3
1
―

2

7
2
2
）（
蕭
0
5
5
―

2
2
1

―

3
0
4
0
）、
経
済
課
商
工
観

光
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
9
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
就
学

前
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
親
子

で
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
、
保
護

者
の
情
報
交
換
の
場
所
と
し
て
開

放
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

2
月
2
日（
水
）、
9
日

（
水
）、
16
日（
水
）、
23
日（
水
）、

3
月
2
日
（
水
）
午
前
9
時
〜

正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜

正
午
）」
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

農
地
の
売
買
や
賃
借
、
農
地
を

農
地
以
外
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
2
月
の
申
請
書
提
出
期
限

2
月
10
日（
木
）ま
で

※
早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

な
お
、
詳
細
は
農
業
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
蕁
62
―

3
1

1
9
）

映
画
上
映
会
の

お
知
ら
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
わ
か
ば
（
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
映
画

上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
題
目
　
「
ぼ
く
は
海
が
み
た
く

な
り
ま
し
た
」（「
自
閉
症
」
の

青
年
と
、
少
し
人
生
に
行
き
詰

ま
っ
た
看
護
学
生
が
偶
然
出
会

第
41
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

募
集
の
お
知
ら
せ

信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会
で
は
、

第
41
回
信
玄
公
祭
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
　
4
月
9
日
（
土
）

・
会
場
整
理
・
救
護
補
助
　
午
後

3
時
〜
7
時
30
分

・
運
行
補
助
　
午
後
1
時
〜
7
時

30
分

・
祭
り
案
内
業
務
　
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
5
時
30
分

※
祭
り
案
内
業
務
は
、
8
日
（
金
）

午
後
3
時
30
分
〜
7
時
30
分
に

も
業
務
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
人
数
　

・
会
場
整
理
　
100
人

・
甲
州
軍
団
運
行
補
助
　
70
人

・
祭
り
案
内
業
務
　
20
人

・
救
護
補
助
　
10
人

※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
18
歳
以

上
の
方

●
募
集
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
、

い
、
海
へ
と
旅
を
す
る
物
語
）

●
日
時
　
2
月
11
日
（
金
）

・
午
前
の
部
　
午
前
10
時
開
演

・
午
後
の
部
　
午
後
2
時
開
演

●
場
所
　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
費
用
　
5
0
0
円

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
福
祉
作

業
所
（
蕁
63
―

4
7
2
5
）
福

祉
課
障
害
福
祉
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

市
で
は
、
消
費
生
活
等
に
係
る

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
3
月
11
日
（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
場
所
　
市
役
所
会
議
室
Ｂ
（
福

祉
課
横
）

●
相
談
内
容
　

①
消
費
生
活
関
連
　
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
ト
ラ
ブ

ル
、
多
重
債
務
な
ど

②
市
民
生
活
関
連
　
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど

※
相
談
は
、
1
人
30
分
で
、
相
談

内
容
①
、
②
と
も
に
各
3
人
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら

れ
た
時
間
で
す
の
で
、
相
談
事

項
を
よ
く
整
理
し
、
関
係
書
類

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間
　
2
月
24
日
（
木
）

〜
3
月
9
日
（
水
）
先
着
順

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

こ
と
ぶ
き
勧
学
院
北
都
留
学
園

「
学
生
募
集
」の
お
知
ら
せ

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
で
は
、

平
成
23
年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

●
募
集
人
数
　
北
都
留
学
園
40
名

（
県
下
9
学
園
で
360
名
）

●
入
学
資
格
　
県
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
方
で
、
健
康
で
学
習
意

欲
の
あ
る
方

●
修
業
年
限
　
2
か
年

●
主
な
学
習
場
所
　
初
狩
公
民
館

●
募
集
期
間
　
2
月
1
日
（
火
）

〜
3
月
下
旬

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
締
め
切

り
ま
す
。

●
学
費
　
年
間
基
本
学
習
費
、
保

険
代

※
金
額
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
要
項
　
市
教
育
委
員
会
教

育
学
習
課
、
大
月
市
教
育
委
員

会
、
大
月
市
民
会
館
、
初
狩
公

民
館
、
富
士
・
東
部
教
育
事
務

所
（
南
都
留
合
同
庁
舎
内
）
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富

士
・
東
部
教
育
事
務
所（
蕁
45
│

7
8
2
1
）
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※
口
座
振
替
を
ご
利
用
で
な
い
方

は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
担

当
（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

元
気
い
き
い
き
教
室
　

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、「
元
気
い
き
い
き
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有

し
、
要
介
護
等
認
定
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
方

●
内
容

足
腰
等
の
運
動
や
、
口

腔
機
能
向
上
体
操
な
ど
（
プ
ー

ル
で
の
運
動
指
導
が
各
コ
ー
ス

2
回
ず
つ
含
ま
れ
ま
す
。）

●
日
時

・
火
曜
コ
ー
ス
　
4
月
12
日
か
ら

毎
週
火
曜
日
（
計
12
回
実
施
）

・
金
曜
コ
ー
ス
　
4
月
15
日
か
ら

毎
週
金
曜
日
（
計
12
回
実
施
）

※
各
コ
ー
ス
と
も
に
、
午
前
11
時

〜
午
後
1
時

●
場
所

秋
山
温
泉

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
家
用

車
ま
た
は
秋
山
温
泉
の
無
料
定

期
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

●
定
員

各
コ
ー
ス
15
名

●
参
加
料

1
回
2
0
0
円

※
保
険
料
と
し
て
8
0
0
円
か
か

り
ま
す
。

市
県
民
税
の
納
期
前
全
納

報
奨
金
制
度
廃
止
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
市

県
民
税
の
納
期
前
全
納
報
奨
金
制

度
を
廃
止
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
税
収
の
早
期
確

保
や
納
税
意
欲
の
高
揚
な
ど
を
目

的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

市
県
民
税
は
給
与
や
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
特
別
徴
収
者
に

は
適
用
さ
れ
な
い
な
ど
の
不
公
平

が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
早
期
納

税
に
努
め
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
に
は
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
制
度
廃
止
へ
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
今
後
も
納
期
内
納

付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

《
引
き
続
き
納
期
前

全
納
を
さ
れ
る
方
》

報
奨
金
は
、
交
付
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
期
前

納
付
（
一
括
納
付
）
が
で
き
ま
す
。

《
口
座
振
替
に
よ
り
納
期
前

全
納
を
さ
れ
て
い
る
方
》

今
ま
で
ど
お
り
納
期
前
全
納
を

続
け
ら
れ
る
方
は
、
特
に
手
続
き

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期

別
へ
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
振
替
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

で
お
早
め
に
変
更
の
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

介
護
予
防
を
重
点

的
に
行
う
必
要
の
あ
る
方
を
優

先
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当
ま
た
は
、
秋
山
支

所
・
各
出
張
所
へ
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
申
込
期
間

2
月
14
日
（
月
）

〜
25
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高
齢

者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3
3
）

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

「
検
察
審
査
会
」

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
持

っ
て
い
る
人
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
た
め
、
み
な
さ

ん
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
、
交
通
事
故

や
詐
欺
、
脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害

に
あ
っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
）

に
つ
い
て
、
そ
の
処
分
に
不
満
を

も
つ
被
害
者
な
ど
か
ら
申
し
立
て

が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を

審
査
し
ま
す
。

審
査
申
立
な
ど
に
つ
い
て
の
ご

相
談
、
ま
た
は
、
検
察
審
査
会
に

区　　　分 日　　　時 場　　所 

児 童 巡 回 相 談  

児 童 家 庭 相 談 室  

ふれあい福祉相談 

定 例 人 権 相 談  

市税収納・納税相談 

行 政 相 談 所  

障 害 者 出 張 相 談  

結 婚 相 談 所  

学校カウンセラー 
教 育 相 談  

10日（要予約　　　62ー3115） 

上野原老人福祉センター 
63-3444 

福祉課子育て支援担当 
62-1199 

もみじホール相談室 

午前  10：30 ～ 午後 3：00 

毎週木曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 
10日　25日 
午前 10：00 ～ 　　正　午 
2月6日 
午前 9：00 ～ 　　正　午 

午後 1：30 ～  4：00 

 
 

毎週日曜日 
午前 10：00 ～ 午後 3：00 

毎週月・水・木曜日 
（祝日除く） 
 
 
　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　  

 
午前 8：30 ～ 午後 4：00 

 
 

 

63-5700 
0120-28-7830 

 

 

 

毎週月曜日～金曜日 
午前 8：30 ～ 午後 5：00 

 

 

 

  

 

もみじホール 
3階和室 

  

織物工業協同組合 
　63-3800 

税務課カウンター 
62-3113 

 

 

  

21日 

2月の相談日 

母 子 家 庭 相 談  毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当 
62-3115 午前 8：30 ～ 午後 5：00 

  

 

 

 

 もみじホール3階会議室6 
市役所会議室Ｂ 

 
 

 

市役所会議室A 
 
 

午前 10：00 ～ 　　正　午 

市役所会議室B 
 
 

（祝日除く） 

（祝日除く） 

  

17日（要予約　　62ー3115） 

 

 
 

 

 

 

・27日 

つ
い
て
知
り
た
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
検
察
審
査

会
事
務
局
（
蕁
0
5
5
―

2
1

3
―

2
5
4
8
）

秋
山
温
泉
お
休
み
の

お
知
ら
せ

秋
山
温
泉
で
は
、
定
期
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
、
3
月
1
日
（
火
）

か
ら
3
日
間
、
休
館
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

●
休
館
日
　
3
月
1
日
（
火
）
・

2
日
（
水
）
・
3
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

秋
山
温
泉
（
蕁

56
―

2
6
1
1
）
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国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
で

は
、
平
成
23
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
に
は
、

国
有
林
の
広
報
誌
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
の
定
期
送
付
、
国
有
林
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
国

有
林
の
管
理
経
営
に
対
す
る
意
見

や
提
言
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員

70
名

●
任
期

平
成
23
年
4
月
〜
平
成

24
年
3
月

●
応
募
資
格

国
会
お
よ
び
地
方

議
会
の
議
員
、
地
方
公
共
団
体

の
長
お
よ
び
常
勤
の
国
家
公
務

員
、
こ
れ
ま
で
に
国
有
林
モ
ニ

タ
ー
の
経
験
が
あ
る
方
を
除
く

関
東
森
林
管
理
局
管
内
1
都
10

県
に
居
住
の
成
人
の
方
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
方

●
申
込
方
法

氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
住

所
（
郵
便
番
号
）、
電
話
番
号

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
）、
電
子
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
職
業
、
モ
ニ

タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
応

募
理
由
（
100
字
程
度
）
を
記
入

の
う
え
、
電
子
メ
ー
ル
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

2
月
19
日（
土
）

当
日
必
着

※
詳
し
い
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
概

要
・
募
集
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/
kanto/apply/publicsale/kika
ku/m

onitor.htm
l

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

林
野
庁

関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ
タ

ー
担
当（
蕁
0
2
7
│

2
1
0
│

1

1
5
0

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kanto_kikaku@
rinya.m

aff.go.jp

）

第
60
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
山
梨
県
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
者
の
紹
介

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

（
主
唱
法
務
省
）で
す
。

毎
年
強
調
月
間
の
7
月
を
中
心

に
、
全
国
各
地
で
地
域
に
根
ざ
し

た
幅
広
い
啓
発
活
動
が
展
開
さ

れ
、
上
野
原
地
区（
上
野
原
市
・

丹
波
山
村
・
小
菅
村
）で
も
駅
で

の
宣
伝
活
動
や
、
ミ
ニ
対
話
集
会

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

山
梨
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
次
代

を
担
う
小
・
中
学
生
に
こ
の
運
動

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

上
野
原
地
区
で
は
、
地
区
内
の

小
・
中
学
校
に
作
品
の
募
集
を
行

い
、
今
回
は
、
小
学
校
の
部
60
点

（
大
鶴
・
棡
原
・
秋
山
）、
中
学
校

の
部
101
点（
上
野
原
・
小
菅
）、
合

計
161
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
上
野
原
地
区
推
進
委
員
会
の

選
考
に
よ
り
、
小
学
校
の
部
1
点
、

中
学
校
の
部
2
点
を
山
梨
県
推
進

委
員
会
に
推
薦
し
ま
し
た
。

山
梨
県
推
進
委
員
会
で
は
、
県

内
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
小
学
校

の
部
40
校
451
点
、
中
学
校
の
部
39

校
1
1
6
9
点
、
合
計
1
6
2
0

点
の
作
品
を
審
査
し
、
18
作
品
が

今
回
入
賞
し
ま
し
た
。

上
野
原
地
区
か
ら
は
次
の
2
名

が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

●
優
秀
賞

《
甲
府
保
護
観
察
所
長
賞
》

・
テ
ー
マ
「
心
に
伝
わ
る
よ
う
に
」

原
由
華
さ
ん（
上
野
原
中
学
校

3
年
）

《
山
梨
県
保
護
司
会連

合
会
長
賞
》

・
テ
ー
マ
「
や
さ
し
さ
が
持
つ
力
」

小
澤
日
菜
子
さ
ん（
大
鶴
小
学

校
5
年
）

1
月
6
日
甲
府
市
古
名
屋
ホ
テ

ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
入
賞
し

た
2
名
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

秋山ゴム工業（株） （株）東製作所 荒井精機（株） 石原工業（株） （有）臼井製作所
（株）尾形製作所 （有）小俣製作所 （有）兼坂鉄工 （株）協和製作所 （株）協和富士 （株）光栄金型工業
（株）小鷹鉄工所 （有）小林製作所 （株）近藤製作所 （有）相模鉄工所 （有）坂本鉄工 （株）サワ
（株）三栄精器製作所（株）三幸精密 （株）三和 （株）新名製作所 （株）鈴木製作所 関本製作所
（合）辰美製作所 （有）中央金型 東紀製作所（株） （株）トーホー （有）トライアル （有）中野電機
中村製作所 （有）ニシ 日本蓄電器工業（株）（有）萩原製作所 （株）波多野製作所 富士航空電子（株）
ホリメカニック ミヤ通信工業（株) （有）明和精工 （有）守屋精工 （有）八木製作所 （株）リョーサン

◇当組合では高度な技術でものづくりに挑戦する人材を求めております◇

こ
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参

加
に
よ
り
、
さ
ら
に
思
い
や
る
心

や
考
え
る
力
を
育
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
第
60
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」上
野
原
地
区
推
進
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

《
訂
正
と
お
詫
び
》
　

広
報
1
月
号
10
ペ
ー
ジ
、「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
」
の
な

か
で
名
前
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。次

の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

・
上
野
原
地
区
　

由
森
ヨ
リ
子
さ
ん

入
賞
を
喜
ぶ
、
小
澤
日
菜
子
さ

ん
（
左
）
と
原
由
華
さ
ん
（
右
）

▲



市
結
婚
相
談
所
で
は
、「
素
敵
な
パ

ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
！
」
を
合
言
葉
に
、
出
会
い
の
場
を

創
出
す
る
『
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
』

を
開
催
し
ま
す
。

結
婚
を
真
剣
に
考
え
て
い
る
方
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

3
月
6
日（
日
）午
後
1
時
30

分
〜
5
時（
受
付
午
後
1
時
〜
）

●
場
所

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王
子

（
Ｊ
Ｒ
八
王
子
駅
前
）

●
内
容

パ
ー
テ
ィ
ー
方
式（
軽
食
）

●
参
加
資
格

男
女
共
　
25
歳
以
上
50

歳
未
満
の
独
身
の
方（
と
も
に
再
婚
可
）

●
参
加
費

男
性
　
6
千
円

女
性
　
3
千
円

●
申
込
期
限

2
月
21
日（
月
）ま
で

●
募
集
人
数

男
女
と
も
各
25
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

※
抽
選
の
場
合
は
、
2
月
25
日
に
当
選
者
の
み
に
案
内
通
知
を
発
送
し
ま

す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
職
業
⑤
連
絡
先

⑥
初
・
再
婚
⑦
趣
味
⑧
自
己
Ｐ
Ｒ
を
明
記（
必
須
）の
う
え
、「
上
野
原
市

結
婚
相
談
所
」
事
務
局（
福
祉
課
）ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
電
話
受
付
は
平
日
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
）

〒
4
0
9
―

0
1
9
2
上
野
原
市
上
野
原
3
8
3
2

福
祉
課
福
祉
総
務
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
・
蕭
30
―

2
0
4
1
）

前回のふれあいパーティーの様子
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広
　
　
告

地域の雇用に貢献する
ものづくりパワーカンパニー

上上野野原原機機械械器器具具工工業業協協同同組組合合
〒409-0112山梨県上野原市上野原1636
ＴＥＬ0554-62-4252 ＦＡＸ0554-63-2435
Ｅ-Ｍail:uenohara5k@plum.ocn.ne.jp

独独立立行行政政法法人人　雇雇用用・・能能力力開開発発機機構構助助成成事事業業

中中小小企企業業人人材材確確保保推推進進事事業業

資　　格
☆20歳以上26歳未満（22歳未満の
者は大卒者（見込み含む））

☆大学院修士学位取得者（見込み
含む）は28歳未満

☆専門の大学卒（見込み）で20歳以
上30歳未満

☆薬剤は28歳未満の者で薬学修士
学位取得者（見込み含む）

☆18歳以上27歳未満の者
（高等学校在学者は除く）

☆18歳以上34歳未満

☆18歳以上で、保有する技能に応
じて53歳～55歳未満

一
般
・
技
術
歯
科
・
薬
剤
科

一
般

技
能

幹
部
候
補
生

願書受付期間

2月1日（火）～
5月6日（金）

第1回：1月11日
（火）～4月6日（水）
第2回：7月19日
（火）～10月5日（水）

試験日程

1次：5月14日（土）
※パイロット要因志願者　
は、5月15日（日）も
試験を実施します。

5月21日（土）

第1回：4月中旬
第2回：10月中旬
※第1次試験で採用予定
者数を採用した場合、
第2回は実施しない。

その他
入隊後約1年で3等陸・
海・空尉（大学院修士学
位取得者は、2等陸・
海・空尉）
免許取得後歯科は2等
陸・海・空尉、薬剤科は、
入隊後約1年で3等陸・
海・空尉
入隊後2年9月経過以降選
考により3等陸・海・空曹
3年間で50日間の訓練参加
後予備自衛官として任用
2年間で10日間の訓練参
加後予備自衛官として
任用

予
備
自
衛
官
補

募集種目

平 成 2 3 年 度 自 衛 官 募 集 案 内

●問い合わせ 自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所（蕁22－1298）

一般曹候補生
（第1回）



甲
東
地
区

市
川
歩
夢
あ
ゆ
む

（
公
彦
）

巌
地
区

笠
井
貴
仁
た
か
ひ
と

（
寛
仁
）、
佐
藤
叶
望
か
な
み

（
茂
）

大
鶴
地
区

市
川
紗
菜
さ

な

（
和
利
）、
尾
形
有
喜
り

き

（
亮
一
）

島
田
地
区

久
島
瑛
佑
え
い
す
け

（
佑
貴
）、
市
川
陽
向
ひ
な
た

（
貴
之
）

上
野
原
地
区

田
代
綾
音
あ
や
ね

（
裕
也
）、
畑
沢
蒼
空
そ

ら

（
昌
平
）、
小
俣
姫
乃
ひ
め
の

（
将
太
）、

原
田
椎
那
し
い
な

（
篤
）、
和
田
佑
樹
ゆ
う
き

（
勝
永
）、
石
原
姫
衣
め

い

（
誠
彦
）、

石
井
結
太
ゆ
う
た

（
幹
　
）、
水
越
真
菜
ま

な

（
喜
雄
）

棡
原
地
区

網
野
百
花
も
も
か

（
靖
徳
）

上
野
原
地
区

宮
川
知
丈
＝
小
林
広
子

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

救
急
医
療
を

必
要
と
す
る
人
が
い
ま
す

山
梨
県
の
救
急
車
出
動
件
数

は
、
一
日
平
均
92
件
の
救
急
出
動

が
あ
り
、
87
人
の
搬
送
が
行
わ
れ
、

そ
の
半
数
が
軽
症
者
で
し
た
。

（
平
成
19
年
度
の
数
値
）

比
較
的
軽
い
症
状
の
患
者
が
安

易
に
夜
間
や
休
日
に
救
急
外
来
を

利
用
す
る
と
、
本
来
の
救
急
医
療

を
必
要
と
す
る
患
者
へ
の
診
察
が

遅
れ
て
し
ま
い
、
助
か
る
命
も
助

か
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
次
の
点
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
昼
間
の
診
察
時
間
内
に
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

・
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

・
本
当
に
必
要
な
と
き
に
は
救
急

車
や
救
急
医
療
機
関
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

限
り
あ
る
医
療
資
源
を
地
域
の

み
な
さ
ん
が
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
救
急
医
療
の
適
正
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
12
月
中
届
出
分
＝

広報うえのはら　No.72  14

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課政策推進担当（電話62-3118）

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

県
で
は
特
定
不
妊
治
療（
体
外

受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）を
行
っ

た
夫
婦
に
対
し
て
、
費
用
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
国
の

経
済
対
策
に
よ
り
1
回
あ
た
り
の

助
成
限
度
額
は
15
万
円
で
す
。

※
来
年
度
以
降
の
助
成
額
は
未
定

で
す
。

●
対
象
者

・
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
山
梨
県
に

住
所
を
有
し
て
い
る

・
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
お
り
、

特
定
不
妊
治
療
以
外
で
は
妊
娠

の
見
込
み
が
極
め
て
少
な
い
と

医
師
に
診
断
さ
れ
た
夫
婦

・
夫
婦
の
所
得
合
計
額
が
730
万
円

未
満

●
対
象
と
な
る
治
療

・
山
梨
県
が
指
定
し
た
医
療
機
関

で
受
診
し
た
特
定
不
妊
治
療

●
助
成
額

・
治
療
1
回
あ
た
り
15
万
円
を
限

度
と
し
て
年
度
2
回
ま
で
助
成

●
対
象
期
間

・
申
請
は
治
療
が
終
了
し
た
年
度

内
（
3
月
31
日
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

伝
　
　
言
　
　
板

婚

姻

上野原地区 野澤 月渚
る な

ちゃん（6歳10か月）
寧恩
ね お

くん　（3歳2か月）
亘さん里香さんの長女・長男

“優しく、強く、仲良く大きくなってね。”

上野原地区 白鳥 花恋
かれん

ちゃん（6歳7か月）
朝陽
あさひ

くん　（2歳4か月）
光二さんひとみさんの長女・長男

“これからも二人仲良くしてね！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



山
中
秀
人
＝
岡
部
愛

古
屋
浩
信
＝
堀
内
よ
し
子

棡
原
地
区

網
野
安
義
＝
上
野
敦
子

和
田
直
之
＝
上
原
か
お
り

秋
山
地
区

南
部
哲
伸
＝
清
水
晶
子

大
目
地
区

佐
藤
明
照
（
明
美
）

甲
東
地
区

曽
根
治
明
（

根
喜
登
）

巌
地
区

長
島
亨
（
稔
）、
三
井
く
に
子

（

美
）、
佐
々
木
光
雄
（
一
光
）、

杉
本
輝
夫
（
和
子
）、
村
松
郁
夫

（
敬
哲
）

島
田
地
区

田
忠
司
（
武
子
）、
安
藤
光
子

（
実
）、
梶
原
愛
子
（
孝
夫
）

上
野
原
地
区

山
口
マ
サ
子
（
仲
村
晴
男
）、

武
村
ふ
み
子
（
貞
一
）、
横
山
庄
三

（
千
恵
子
）、
佐
藤
く
に
子
（
義
人
）、

宮
野
晃
（
貴
）、
鈴
木
　
げ
よ

（
健
介
）、
上
條
峯
雄
（
由
江
）、

奈
良
な
か
子
（
浩
平
）、
平
井
利
益

（
孝
夫
）

棡
原
地
区

岡
部
幸
夫
（
光
利
）

秋
山
地
区

加
藤
千
代
子
（
明
）、
佐
藤
ゆ
き
子

（
昭
男
）、佐
藤
志
げ
子（
小
俣
家
夫
）
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死

亡

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　

朗
読
館
☆

☆
お
は
な
し
会
☆

●
声
の
広
報

市
立
図
書
館
に
は
、

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
広
報

う
え
の
は
ら
の
内
容
を
録
音
し
た

テ
ー
プ
（
声
の
広
報
）
を
お
い
て

い
ま
す
。

声
の
広
報
は
、
上
野
原
朗
読
の
会

の
ご
協
力
に
よ
り
録
音
さ
れ
て
い

ま
す
。

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

一

般

書

◇
『
お
く
う
た
ま
』

岩
井
三
四
二
／
著
光
文
社

信
長
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
浅

井
一
族
た
だ
一
人
の
生
き
残
り

の
少
年
は
、
浅
井
家
再
興
を
成

し
遂
げ
る
つ
も
り
だ
っ
た

が
・
・
・
。

◇
『
祝
　
福
』

長
嶋
有
／
著
　
河
出
書
房
新
社

女
ご
こ
ろ
を
書
い
た
ら
、
女

子
以
上
。
だ
め
男
を
書
い
た
ら
、

日
本
一
！
男
主
人
公
五
人
と
女

主
人
公
五
人
の
全
十
篇
を
収
録

◇
『
飛
　
水
』

高
樹
の
ぶ
子
／
著
　
講
談
社

一
緒
に
暮
ら
そ
う
、
そ
う
誓

い
合
っ
た
翌
日
、
バ
ス
転
落
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
た
男
と
女
。

強
い
気
持
ち
で
待
ち
続
け
た

時
、
奇
跡
が
起
こ
る
。

◇
『
白
　
虹
』

大
倉
崇
裕
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所

北
ア
ル
プ
ス
の
山
小
屋
で
働

く
元
警
官
の
五
木
健
司
は
、
あ

る
遭
難
者
を
救
助
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
殺
人
事
件
の
真
相

を
追
う
こ
と
に
・
・
・
。

◇
『
烙
　
印
』

天
野
節
子
／
著
　
幻
冬
舎

4
0
0
年
前
、
千
葉
沖
で
沈

ん
だ
ス
ペ
イ
ン
船
、
30
年
前
に

消
え
た
ひ
と
り
の
男
、
そ
し
て
、

現
在
・
・
・
東
京
で
発
生
し
た

殺
人
事
件
。
三
つ
の
点
が
繋
が

っ
た
時
・
・
・
。

◇
『
オ
リ
ク
ス
と
ク
レ
イ
ク
』

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
ト
ウ
ッ

ド
／
著
　
畔
柳
和
代
／
訳
　

早
川
書
房

人
類
が
滅
び
た
世
界
で
ひ
と

り
生
き
残
っ
た
ス
ノ
ー
マ
ン
は

回
想
す
る
。
い
ま
は
も
う
な
い

爛
熟
し
た
文
化
の
こ
と
。

児

童

書

◆
『
わ
た
し
の
恋
人
』

藤
野
恵
美
／
著
　
講
談
社

◆
『
ひ
ゅ
ー
ど
ろ
ど
ろ

か
べ
に
ゅ
う
ど
う
』

角
野
栄
子
／
作
　
は
た
こ
う
し

ろ
う
／
絵
　
小
峰
書
店

◆
『
忘
れ
な
い
よ

リ
ト
ル
・
ジ
ョ
ッ
シ
ュ
』

マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ
／
作

渋
谷
弘
子
／
訳
　
文
研
出
版

◆
『
力
の
大
研
究
』

若
杉
隆
／
監
修
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
◆
『
自
然
に
学
ぶ

も
の
づ
く
り
図
鑑
』

赤
池
学
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

絵

本

○
『
ね
え
し
っ
て
る
？
』

ふ
く
だ
と
し
お
・
あ
き
こ
／
作

幻
冬
舎

○
『
お
正
月
さ
ん
あ
り
が
と
う
』

山
本
孝
／
絵
　
内
田
麟
太
郎
／

作
　
岩
崎
書
店

○
『
ふ
く
び
き
』

狩
野
富
貴
子
／
絵
　
く
す
の
き

し
げ
の
り
／
作
　
小
学
館

○
『
ど
う
し
て
十
二
支
に

ネ
コ
年
は
な
い
の
？
』

メ
イ
ロ
・
ソ
ー
／
絵
　
ド
リ

ス
・
オ
ー
ゲ
ル
　
徳
間
書
店

『
笠
じ
ぞ
う
』

◎
日
時
　
2
月
12
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
20
分

午
後
2
時
〜
2
時
20
分

『
ゆ
き
だ
る
ま
は

よ
る
が
す
き
』
ほ
か

◎
日
時
　
2
月
19
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
高
瀬
舟
』

森
鴎
外
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
2
月
20
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆

開

館

時

間

☆

水
・
金
・
土
・
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

火
・
木

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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12月27日、市役所会議室で、山梨県警察本部長感
謝状贈呈式が行われました。これは、市内の交通死亡
事故が700日間抑止されたことにともない、上野原
市が表彰されたもので、市内の交通安全協力団体が列
席するなか、代表として市長に感謝状が贈られました。

平成23年上野原市成人式

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

1月10日、平成23年上野原市成人式がもみじホールで行われました。
今年の上野原市内の対象者は総勢319人で、当日は、男性127人、女性
131人が出席しました。あでやかな振袖や袴、スーツに身を包んだ新成
人は、旧友との再会を懐かしむ人、今後の進路について話す人など、さま
ざまな表情で人生の節目の一日を楽しんでいました。この成人式は、成人
式実行委員のみなさんにより企画・運営されたもので、学校や仕事で忙し
いなか準備を進めてきました。実行委員のみなさん、お疲れさまでした。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●26,742人 （－16）
男 ●13,379人 （－10）
女 ●13,363人 （－ 6）
世帯●10,013世帯（－ 2）
平成23年1月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●山梨県警察本部長感謝状贈呈式
12月15日、市長室へ、秋山地区在住の原田匡剛さ

んの青年海外協力隊派遣にともなう表敬訪問がありま
した。原田さんは、1月から2年間、アフリカのジブ
チ共和国で、小学生に理科の実験などの授業を行い、
アフリカの子どもたちの教育推進を担当します。

●青年海外協力隊派遣にともなう表敬訪問

1月16日、上野原地区の原区育成会では、どんど
ん焼きを行いました。当日は、寒さの厳しい早朝から、
地域の大人や子どもが集まり、子どもたちの手で点火
された火を囲みながらお団子などを焼いて食べ、1年
の健康を願いました。

●上野原地区の原区でどんどん焼き
1月9日、上野原中学校グラウンドで平成23年上野

原市消防団出初式が行われました。式典には、各地区
の消防団員や消防関係者が出席し、消防活動に功績の
あった消防団員の表彰や、上野原分団による小型ポン
プ操法の演技が披露されました。

●上野原市消防団出初式
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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